
公益社団法人 岩手県農業公社 

令和８年度「いわて新農業人チャレンジファーム」第 15回研修を開催しました 

 岩手県農業公社就農支援部では、令和８年９

月 11日（金）、12日（土）に雫石町において第

15回研修を行いました。 

 初日は時折強い雨が降る天候となりました

が、２日目は爽やかな秋晴れに恵まれました。 

 今回の講義では、これからの季節に重要とな

る秋じまいの段取りや、土壌を育てる堆肥づく

りの基礎をじっくりと学びました。ほ場を片付

けるだけでなく、次作を見据えたほ場管理の重

要性に、受講生の皆さんは真剣に耳を傾けてい

ました。 

 実習では、これまでも取り組んできたトマト

やピーマン、なすの収穫と管理のほか、ねぎの

土寄せ、にんじんの収穫などを行いました。ピ

ーマンとなすでは剪定作業を行い、まだどの枝

を切るべきか少し迷う場面は見られつつも、手

の動かし方や作業速度は、これまで研修を重ね

てきたことにより格段に速くなりました。 

 受講生には着実に技術が身に付いており、今

回も確かな成長を実感することができました。 

 また、事務局が実施する、露地ほ場の一角に

おける残渣を活用した堆肥づくり方法につい

て指導員から解説し、これまでの研修で片付け

た残渣などが新しい資源へ生まれ変わる仕組

みについて、皆さん熱心に聞き入る姿が印象的

でした。 

 次回の第 16 回研修は、９月 25 日（金）、26

日（土）に今回と同会場において、外部講師を

お招きし、トラクタや小型管理機の安全操作方

法についての講義と操作実習を行う予定です。

講義の様子 ハサミを使ってトマトの摘芯する受講生 

残渣を活用した堆肥づくり方法を学ぶ受講生 にんじんを収穫する受講生 


